
　
㈲
本
郷
運
輸（
近
江
政
則
代
表
取
締
役
）

が
地
域
貢
献
と
し
て
、
自
家
農
園
で
収
穫

し
た
野
菜
を
学
校
給
食
用
の
食
材
と
し
て

小
平
共
同
調
理
場
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
近
江
代
表
取
締
役
は
「
こ
れ
か
ら
も
学

校
給
食
を
通
し
て
安
全
安
心
な
地
場
産
野

菜
の
普
及
を
図
り
た
い
」
と
話
し
な
が
ら
、

愛
情
が
詰
ま
っ
た
自
慢
の
新
鮮
な
野
菜
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
手
渡
さ
れ
た
野
菜
は
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ネ
ギ
で
、
今
後
も
献
立
に
応

じ
て
大
根
な
ど
約
　
茜
の
野
菜
が
贈
ら
れ

１５０

る
予
定
で
す
。

 

　
小
平
イ
ベ
ン
ト
倶
楽
部
・
小
平
町
婦
人

会
議
主
催
の
、
美
味
し
い
地
物
に
感
謝
祭

が
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
企
画
の
「
お
ふ
く
ろ
の
味
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
」
で
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
コ
チ
ュ
ジ

ャ
ン
炒
め
や
鮭
の
か
ら
揚
げ
等
の
、
地
元

の
海
の
幸
・
山
の
幸
を
使
用
し
た
お
ふ
く

ろ
の
味
が
多
数
用
意
さ
れ
、
開
始
と
同
時

に
行
列
が
で
き
る
大
盛
況
で
し
た
。

　
地
物
抽
選
会
等
の
催
し
物
も
行
わ
れ
た

ほ
か
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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１２｜１０

給食用に

野菜を寄贈
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１２｜１３

美味しい

地物に舌鼓

 

　
第
　
回
留
萌
市
小
平
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

２８

特
別
公
演
が
、
留
萌
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
留
萌
市
・
小
平
町
対
抗

に
よ
る
名
士
歌
謡
＆
デ
ュ
エ
ッ
ト
大
会
が

行
わ
れ
、
小
平
町
を
代
表
す
る
歌
手
た
ち

が
自
慢
の
美
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
小
平
町
は
連
覇
を
逃
し
た
も
の
の
、
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
演
し
た
関
町
長
や
小
平
舞

踊
会
も
華
麗
な
歌
や
舞
で
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
飛
鳥
と
も
美
オ
ン
ス

テ
ー
ジ
が
催
さ
れ
、
プ
ロ
の
洗
練
さ
れ
た

歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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１２｜６

自慢の歌声

披露
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１２｜５

数々の功績

を称え

 本郷運輸が
 地域貢献

１ １

まちのＴ ｏｐｉｃｓ
Ｎｅｗ Ｙｅａｒ…2015

留萌市小平会
チャリティー
特別公演

自慢の歌声を披露する小平町出場者

たくさんの人と料理で溢れた会場

自家農園で収穫した野菜を手渡す近江代表取締役

美味しい地物に
感謝祭

瑞宝単光章を受け取った土佐誠一さん（中央）

土佐誠一さん
瑞宝単光章受章

　
元
小
平
消
防
団
長
の
土
佐
誠
一
さ
ん

（
鬼
鹿
港
町
）
が
秋
の
叙
勲
と
し
て
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
、
役
場
応
接
室
に
て
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
佐
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
小
平
町
鬼

４７

鹿
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
　
年
か
ら
小

２２

平
消
防
団
長
を
勤
め
、
平
成
　
年
に
退
団

２４

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
　
年
以
上
の
豊
富
な
経
験
を
生
か

４０

し
た
災
害
出
動
や
、
部
下
の
指
揮
監
督
等

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
、
関
町
長
の
立
会
の
も
と
、

岡
崎
留
萌
振
興
局
長
か
ら
表
彰
状
と
勲
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。


